
 

発行 ２０２０年６月８日 

文責 裾野市立南小学校 

夢と輝きの教育推進会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

議事② 

「こんな南小だったらいいなぁ」 

（昨年度のグループワークより）のアイデア実現について 
昨年度の第３回の推進会は子ども参画の夢と輝きの教育推進会でした。 

「こんな南小になったらいいな」「そのために自分は何ができるかな」を地域、学校、保護者そして南小の子どもたちとで

グループワークを行いましたが、そこで出た１００個以上に及ぶ意見の中から早速今年度実現できたもの、そして今

年度実行したいものについて話し合われました。 

１実現したもの 
★広い畑で苗植えから収穫までみんなで協力してたくさんさつま芋がとれるようにする！ 

→シニアクラブのみなさんが準備してくださり、5 月 23 日に、今回は子どもの参加無しで苗植えを行いました。 

★シャープペンシルを使いたいです！ 

→今年度から使えるようになった。 

（高学年の作図の学習に役立つ） 

２今年度実現したいもの 
★木や植物がいっぱいあるグランド！ 

→○案 実のなる木の植樹（１５周年記念） 

★南小の誕生日を学年みんなで祝う！ 

→○案 １５周年記念イベントとして行う 

 

 

夢と輝き通信 
南小 

  

 

第５号 

学校経営については
南小ホームページに
掲載されています。 

第１回学校評議委員会 

第１回夢と輝きの教育推進会 代表者会 

2020 年５月 20 日（水）１８:３０～１９:３０ 

裾野市立南小学校会議室 

司会進行 坂田教頭 

 

１ 学校長挨拶 

２ 学校評議員委嘱 

３ 夢と輝きの教育推進会正副会長選出 

４ 参加者自己紹介、委員の確認 

５ 議事（進行三ツ石純子コーディネーター） 

① ２０２０年度 学校経営について 

② アイデア実現について 

③ 朝サポ停止、継続について 

④ その他 

６ 連絡事項   

 

この機会に南小の歴史、南小が開校するまでの歩みを振り

返り、開校に至るまで、また開校してからもこの南小を支

え、尽力してくださっている方々に感謝する、感謝の気持

ちを伝える場になればと考えております。学校、保護者、

地域、子ども合わせての会をと思っております。 

（ＰＴＡ会長） 

植樹もそうですが、ダディーズとしては今年度も

学校や子供たちのためにできることを考えていき

たいと思っています。（ダディーズメンバー） 
 

 

これから子どもたちが生きていく世の中は、こうしたらいいという

正解が誰も分からない社会。そういう時代を生きていくのには、教

わったことをたくさん頭に詰め込んでも、通用しない。（今回のコロ

ナのことで、つくづく感じた。）  

どうしたらいいか分からないことでも、誰かに決めてもらう…とい

う「人まかせ」でなく、関係ない…という「他人事」でなく、決まって

いる（いない）から…という「人のせい」でなく、自分の頭で考え、

調べ、対話して考えを深めていく力が必要。 

そして、付けた力を、自分のためだけに 

使わず、いろいろな人の立場になって考え、 

みんなが幸せになるように使っていく、そう 

いう人を育てることが必要。 

これは、南小が目指す子どもの姿と合致 

している。ますます力を入れて子どもたちを 

育てていきたい。地域ぐるみでお願いします。  
学校教育目標などを熱く語る鈴木校長。 

      フェイスシールドを着用しています。 

２０２０年度第１回夢と輝きの教育推進会は 

まだ肌寒い夜でしたが、窓を開け、席の間隔を

広く取り、全員マスク着用で、代表者による

会議となりました。 

議事①～④について話し合われた

ことを掲載しています 



２今年度実現したいもの 

★子どもが先生になって先生と親が生徒になる！ 授業参観の日にやってみる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★授業でタブレットなどのメディアで授業を作りたい 

自分で追究する時間がほしい 

子ども一人ひとりにタブレットがあったらな 

すぐに調べたいことが調べられるネット環境があったらいいな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
議事③ 朝サポートの今後について 
コロナのため休校していた約２か月の間、朝サポートは中止していたがその間に朝サポートを利用しているご家庭か

らの８時登校への困りが解消されたという声有り。（その期間、学童保育が 8 時からの預かりでした。） 

コロナ感染防止のためにも、朝サポートを継続するか停止するかを話し合われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
④その他 アルミ缶回収の現状について 
保護者による資源ごみステーションからのアルミ缶と牛乳パックの回収は 

コロナの飛沫感染防止のため一旦停止、個別による南小のアルミ缶回収場 

所へのアルミ缶持参も一旦停止でお願いしております。（ＰＴＡより） 

 

子供たちがどういうアイデア

でやるのかが見てみたい。 

時間があればぜひ参観してみ

たいな。 

 

私たちの子ども時代の学校は子どもが先生に勉強を教えてもらうとこ

ろだった。 

双方向の関係性が学校にあるのはいいですね。 

学校活動の中で子どもたちが話し合い、自分たちの考えを出し合い、

解決していく時間をもつことはとてもいいことだと思います。 

学校単体で推進していくのは難しい。自治体を含めて

いろいろ動いていかないといけませんね。 

せっかくだから他に出た意見

についても、機会をみて可能

であれば検討していけたらい

いですね。 

学校へのＩＴＣの導入はコロナの件だけでなく、これから生きていく

子どもたちになくてはならないものだと思います。 

みなさんが声をあげてくださることが実現の後押しになります。 

皆さんの声をしっかりと行政に届けていきたいと思っておりますので

今後もよろしくお願いいたします。（スクールコーディネーター） 

 

 

 

 

南小朝サポートとは 

今年度の教育改革、学校改革に

先立って、昨年１２月から南小

の登校時刻が８時に変わりまし

た。しかし登校時刻の変更に伴

い、家を最後に出るのが低学年

子どもになってしまうことの困

り感を抱えるご家庭があったた

め、民生委員の皆様の支援の手

をお借りし、早めに登校せざる

をえない子供たちを朝７時３０

分～８時の間、図書室で子ども

たちを見守る活動のことです

（期間は２０２０年度終了まで） 

親より後に家を出るのが最初は心配でしたけど、様子をみていたら、だんだんと慣れてき

て、今は姉妹でしっかりできるようになっています。 

私の手は必要なさそうです。（ご近所にお孫さんのいる推進委員の方） 

私の方にも困っているという連絡は入ってきてはいません。サポートを利用してい

るご家庭が対応できるよう努力してくださっていることは、有難いですね。 

いつかの段階で対処しなければいけない問題だと思いますので、もし全員の困り感

が解消された状況なのであれば、もう一度民生委員の皆様のお力をいただいてやる

必要はないのかな…と思います。（ＰＴＡ会長） 

 

一度決めて始めた事業ですので、ここで終了の可否を決めるのではなく、保護者の方々

の意見を聞いてからのほうがいいでしょうね。 

 

一定時期を過ぎたら何らかのサポートを実施してもいいのかなと思いますね。 

しばらくの間は「朝サポート一時停止」ということで話し合い終了 

次回 夢と輝きの教育推進会は 

８月２６日（水）19:00 から 

南小会議室にて開催予定です。 

ご拝読ありがとうございました。 
 

学校としては「みんながやりたくなる授業」を目指します。 

今年度南小では、学活の授業を年間プラス１５時間とし 

話し合いを通して子どもたちがいきいきと自分の思いを語り合う

時間を確保しています。 

 

どの「こんな南小だったらいいな」

も実現できたらいいですね★★★ 


